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アンカーボルト腐食調査 
１．はじめに 

道路に設置された照明柱や標識柱のアンカーボルトは雨水や排気ガスに加え、海岸付近では潮風、寒冷地では融雪剤

等の腐食環境にさらされ、ベースプレート内あるいはベースプレートとコンクリート基礎近傍で腐食します。これらの

腐食による断面減少やき裂等が進展するとアンカーボルトの強度低下によりボルトが折損し、照明柱が倒壊する恐れが

あります。そこで当社では、腐食形態を下図表の 3 パターンに分類し、ボルトの劣化状況を調査しています。 

 

 

 

 

 

 

２．一探触子法による調査方法 

①垂直法 

超音波をボルトの頂部からボルトの軸方向に入射し、ボルト長さを計測したり、割れなどを検出する方法です。 

②斜め入射法 

アクリル治具を介して超音波をボルト頂部からボルトの軸方向に対して、ある角度で入射する手法で、腐食によ

る断面欠損の検出が可能です。また、探傷波形より断面欠損の深さを 3 段階で推定します。本法の適用可能なボル

トのサイズは、M24 以上、適用範囲はボルト頂部から 120mm です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．フェーズドアレイ超音波法による調査方法 

 従来の一探触子法による方法に対し、フェーズドアレイ法を用いた探傷も可能となりました。従来は、探傷波形か

ら腐食によるエコーを判断していましたが、フェーズドアレイ法では探傷画像から腐食の状況を判断することができ

ます。また、適用可能なボルト径は M16 以上であり、一探触子法よりも小径ボルトに適用が可能です。 
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パターン A 

（溝状腐食） 

ベースプレートとコンクリート基礎部でネジ

山が腐食し、欠損した状態 

パターン B 

（長溝状腐食） 

ベースプレート内部でネジ底よりさらに腐食

した状態 

パターン C 

（疲労割れ） 

パターン Aより発生した疲労割れ 

ボルトの破断を招く重大な欠陥！ 
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断面欠損＜2.0mm 断面欠損≧2.0mm断面欠損なし

断面欠損部

断面欠損 
断面欠損 

 

健全なボルト 探傷画像 

 
 

腐食したボルト 探傷画像 

 

 

適用例(M24ボルト) 
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アクリル冶具

 

フェーズドアレイ法 

適用寸法 探傷範囲(mm) 

M16 頂部～60 

M20 頂部～70 

M22 頂部～90 

M24以上 頂部～120 

 
探傷状況 

垂直法（断面欠損が大きい場合） 


